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東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
か
ら
９

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
に
よ
り
今

日
に
至
る
ま
で
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
全
身
全
霊
を
さ
さ
げ
、
ふ
る
里
の
復

興
・
再
生
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
「
幸
せ
な
帰

町
」
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
津
波
被
害
を
受
け
た
広
野
駅

東
側
の
防
潮
堤
整
備
、
嵩
上
げ
し
た
県
道
広

野
・
小
高
線
、
防
災
緑
地
の
整
備
、
災
害
公

営
住
宅
整
備
、
公
設
商
業
施
設
整
備
、
医
療

福
祉
施
設
の
充
実
、
広
野
駅
東
口
広
場
の
完

成
、
居
住
環
境
の
整
備
な
ど
の
環
境
整
備
を

国
・
県
と
連
携
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
年

は
、
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
、
未

来
の
架
け
橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
設
計

業
務
、
広
野
駅
東
側
開
発
第
２
期
で
計
画
し

て
い
る
56
区
画
住
宅
地
整
備
等
に
よ
る
若
者

世
代
の
移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
に
取
り
組

み
、広
野
町
で
生
活
す
る
皆
様
の
命
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
展
・
展
望
し
て
参
り
ま
す
。
未
来
を

託
す
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
育
む

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園「
ひ
ろ
ぱ
ー
く
」

の
開
園
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
中
央
台
及
び
築

地
地
区
に
お
い
て
文
教
施
設
が
集
中
し
、
教

育
の
丘
が
形
成
さ
れ
、
町
内
い
た
る
と
こ
ろ

で
元
気
な
子
ど
も
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
復
興
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
仙
台
ま
で
の
運
行
が
３
月

14
日
に
再
開
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、

３
月
に
は
聖
火
リ
レ
ー
が
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
を
ス
タ
ー
ト
し
広
野

駅
東
側
ロ
ー
タ
リ
ー
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
実
施

さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
国
内
は
も
と
よ
り

国
際
社
会
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
一
年
程
度
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
再
開
さ
れ
る
折
に
は
聖
火
に

つ
い
て
は
完
全
な
形
で
リ
レ
ー
を
実
施
し
、

世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危
機
を
乗

り
越
え
、
復
興
五
輪
の
理
念
の
も
と
で
日
本

東日本大震災から９年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし・未来をつくる町づくり”へ
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再
生
へ
の
一
歩
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
双
葉
地
方
の
将
来
を
見
据

え
、
震
災
か
ら
広
野
町
が
果
た
し
て
き
た
役

割
を
踏
ま
え
、
町
民
の
生
活
再
建
の
た
め
、

医
療
や
介
護
の
一
部
負
担
金
並
び
に
保
険

税
・
保
険
料
の
免
除
措
置
や
高
速
道
路
無
料

化
措
置
を
引
き
続
き
継
続
す
る
よ
う
強
く
求

め
て
い
く
と
と
も
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
等
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
さ
せ
生
活
再
建
を
下
支
え
し

て
参
り
ま
す
。　
　
　

　
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
宣
言
を
踏
ま
え
、

「
第
二
次
広
野
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
連
携
手
帳
」
を

作
成
し
、
広
野
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
の
確
立
、
在
宅
医
療
と
介
護
連
携
の

施
策
、
医
療
、
介
護
及
び
保
健
機
関
が
よ
り

円
滑
な
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
若
者
等
が

安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
広
野
駅
東
側
第
２
期
開
発
を
推
進

し
、
教
育
の
丘
に
お
け
る
き
め
細
や
か
な
保

育
・
教
育
を
実
践
し
、
町
の
未
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
広
野
町
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化

に
対
す
る
誇
り
を
胸
に
、
本
年
を

ふ
る
里

復
興
・
創
生
「
飛
翔
の
年
」

と
位
置
付
け
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
町
の
復
興
・
再

生
を
、
新
し
い
広
野
町
の
「
創
生
」
へ
と
進

化
さ
せ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
生

活
再
建
を
念
頭
に
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
着
実
に
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
は
町
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
、
継
往

開
来
、
先
人
た
ち
の
歩
み
に
敬
意
を
払
い
、

１
０
０
周
年
に
向
け
て
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
復
興
・
創
生
期
間
の
10
年
目
を
歩
む

と
こ
ろ
、
復
興
庁
の
設
置
期
間
が
10
年
間
延

長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
復
興
創
生
期
間
後

の
復
興
を
支
え
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
被
災
地
域
の
復
興
・
創
生
は
中

長
期
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
必

要
な
支
援
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国
に
対
し

強
く
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、町
は
復
興
・

再
生
、
そ
し
て
地
方
創
生
に
つ
な
げ
、
成
す

べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
捉
え
、
確
実
に
成

し
遂
げ
る
べ
く
、力
強
く
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
、
町
政
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
野
町
長

東日本大震災から９年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　

“いのちを守り、人を活かし・未来をつくる町づくり”へ
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まちの話題まちの話題まちの話題

話

題

特

集

お
知
ら
せ

ご

み

水

道

消
防
署

保

健

文

芸

英

語

図
書
室

ふるさと福島広野会会長が
ひまわりの種を寄贈

↑ふるさと福島広野会坂本会長（右）からひまわりの種の寄贈を受ける遠藤町長

　２月27日（木）、ふるさと福島広野会の会長でもありボ
ランティアグループの代表でもある坂本潤之輔さんが広
野町役場を訪れ、ひまわりの種を寄贈しました。寄贈され
たひまわりの種は、阪神淡路大震災など各地で被災された
方々が植えたひまわりの種でもあり、今後東京オリンピッ
ク・パラリンピック開催時期に合わせ、広野の子ども達が
種植え活動をする予定です。また、同じひまわりの種は東
京都江戸川区のオリンピック会場でも種植え活動を予定し
ており、ひまわりを通し交流を深めていきます。

広野町ふるさと創造
ラウンドテーブルを開催

↑意見交換をする生徒たち

　２月26日（水）、広野町公民館において、広野中学校第
１学年生徒25名とふたば未来学園中学校第１学年生徒54
名が意見交換と通して交流するとともに役場職員を加え、
広野町に対する提言を話し合う場としての広野町ふるさと
創造ラウンドテーブルを開催しました。双葉８町村の学校
では、地域を題材にした探求的な学習活動である「ふるさ
と創造学」を平成26年度より実施しており、各学校で子
どもの発達段階や地域の実態に応じた教育活動を進めてい
ます。本ラウンドテーブルでは、その学びの成果が発揮さ
れ、教育と地域活性化の相乗効果とともに学校間交流が果
たされ、生徒たちは楽しく真剣に意見交換を行いました。

「ももいろクローバーＺ」の
玉井詩織さんが来町

↑ももいろクローバーZの玉井詩織さん（左）と懇談をする遠藤町長

　２月25日（火）、人気アイドルグループ「ももいろクロー
バーＺ」の玉井詩織さんが来町し、４月18日、19日にＪ
ヴィレッジで開催される「ももクロ春の一大事2020～笑
顔のチカラつなげるオモイ～」イベントへ向け遠藤町長と
懇談しました。玉井さんは、「地元の皆さんの協力のおか
げでライブができる。イベントを通して地元の人との交流
も深め、町にとって良い意味での“一大事”にしたい。」と
意気込みを語りました。しかしながら、「ももクロ春の一
大事2020」は、新型コロナウイルス感染症対策により延
期、次回開催予定日は2021年４月17日（土）、18日（日）
となりました。

アグリイノベーション活用型
営農モデル推進事業実施

↑正木内地区ほ場にリーフレタス、キャベツ、白菜を定植している様子

　３月25日（水）～27日（金）、広野町正木内地区ほ場
において、「アグリイノベーション活用型営農モデル推進
事業」として県事業の採択を受けたマルヤス産業株式会社
の社員14名が天栄村より来町し、リーフレタス、キャベ
ツ及び白菜を定植しました。この事業は、東日本大震災及
び原子力災害により休耕地となっている当町の休耕地等を
活用して、ロボット技術、情報通信技術（ＩＣＴ）等の先
進技術活用による大規模な野菜栽培モデル事業です。広野
町は、引き続き、町内に点在する休耕田や遊休農地の活用
を図り耕作放棄地化を防ぐとともに、町の農業発展と雇用
創出に繋げる事業として推進します。



5 広報ひろの 2020.4　№584

まちの話題まちの話題まちの話題

話

題

特

集

お
知
ら
せ

ご

み

水

道

消
防
署

保

健

文

芸

英

語

図
書
室

東日本大震災追悼献花を実施

↑追悼献花の様子

　３月11日（水）、東日本大震災から９年となり、震災で
尊い命を亡くされた方や未だ行方不明のままとなっている
方に対し、震災祈念公園にて追悼の献花を行いました。ま
た、発災時刻である午後２時46分に防災無線でサイレン
を鳴らし、１分間の黙とうを捧げました。新コロナウイル
スの感染症対策のため、関係者のみで実施し、遠藤町長や
北郷議会議長、町議など約30人が参列し、犠牲者の冥福
を祈りました。遠藤町長は、「災害に強い、安心・安全な
町を築くことが亡くなった人への鎮魂となる。復興・再生
に町民と共に邁進していく。」と挨拶しました。

一般社団法人ほのぼの運動協議会が
ワスレナグサを寄贈

↑一社法人ほのぼの運動協議会作間事務局長（右）からワスレナグサの寄贈を受ける遠藤町長

　３月９日（月）、一般社団法人ほのぼの運動協議会が広
野町役場を訪れ、ワスレナグサを寄贈しました。当協議会
は、東日本大震災の被災地へ活動資金、寄付金などの支援
イベントを実施しており、今回寄贈されたワスレナグサは、
ふたば未来学園高校、磐城農業高校、会津農林高校、岩瀬
農業高校の生徒が震災支援への感謝と震災を忘れないでと
いう未来への願いを込めて育てたものです。ワスレナグサ
は、広野町・楢葉町・浪江町の各町に400鉢ずつ寄贈され、
３町を代表し遠藤町長が、作間由美子事務局長からワスレ
ナグサを受け取りました。

東京オリンピック聖火リレー再開を願い
ひまわり（希望の灯り）の種まき

↑ひまわりの種まきに集まった参加者の皆さん

　３月26日（木）、広野駅東側ロータリーにおいて、東京オリンピッ
ク聖火リレー記念ひまわりの種まきを行いました。このひまわりの種
は、去る２月27日（木）、ふるさと福島広野会の会長でもありボラン
ティアグループの代表でもある坂本潤之輔さんから「希望の灯り」と
してご寄贈いただいたもので、阪神淡路大震災など各地で被災された
方々が植えたひまわりの種です。この度開催が予定された聖火リレー
に併せて東日本大震災・原子力事故からの復興と「東京オリンピッ
ク2020」の成功を祈願して種まきを予定しましたが聖火リレーは延
期となりました。種まきに参加を予定していたふるさと福島広野会
坂本会長はじめ60名の町民らは折角の機会なので１年後の東京オリ
ンピック聖火リレー再開に願いを込めて丁寧に種をまきました。

新型コロナウイルス感染症予防のため
町民にマスクを配布

↑全町民に配布するマスクを袋詰めする職員ら

　３月９日（月）、新型コロナウイルスの感染拡大でマス

クの品薄状態が続いていることに対応するため、当町は新

型コロナウイルス感染拡大防止及び町民の感染予防に関す

る措置として、防災備蓄品のマスク約10万枚を町外避難

者を含める広野町民全員に１人当たり20枚を配布するこ

ととしました。３月６日（金）には、町内５カ所の医療・

福祉施設に約3600枚を先行配布しました。
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町 長 施 政 方 針

①�

『
い
の
ち
を
守
り
』
に
つ

い
て
の
事
業

　

町
の
健
康
課
題
と
し
て
、
高
血
圧

や
高
脂
血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病
な
ど

に
よ
る
心
臓
病
や
脳
血
管
疾
患
の
循

環
器
疾
患
が
多
い
事
が
挙
げ
ら
れ
、

県
が
公
表
し
た
お
達
者
度
で
は
、
県

下
で
も
最
も
低
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
健
康
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
働
き
盛
り
世
代
の
頃
か
ら
健
康

づ
く
り
と
介
護
予
防
の
両
取
り
組
み

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
家
庭
、地
域
、

行
政
な
ど
が
相
互
に
連
携
・
協
働
し
、

健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
活
動
を
強

化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
有
識
者
に
よ

る
「
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
に

お
い
て
、
第
二
次
健
康
づ
く
り
計
画

の
進
捗
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
め
ざ
し
、
土
曜
日
や
日
曜

日
の
健
診
実
施
と
受
診
勧
奨
を
行
い

ま
す
。保
健
師
等
に
よ
る
保
健
指
導
、

家
庭
訪
問
、
運
動
や
減
塩
の
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
利
用
料
金
助
成
な
ど
、
町
民
の
健

康
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
度
か
ら
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

胃
が
ん
健
診
内
視
鏡
検
査
を
開
始
し

て
お
り
、
今
年
度
に
お
い
て
も
胃
が

ん
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

健
康
意
識
の
高
揚
の
た
め
の
「
健

康
ま
つ
り
」、「
健
康
講
演
会
の
開
催
、

感
染
症
予
防
の
た
め
の
予
防
接
種
助

成
及
び
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費

用
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
内
の
医
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
医
療
環
境
の
充
実
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
環
境
向
上

推
進
事
業
を
継
続
し
、
休
診
日
等
の

当
番
制
に
よ
る
診
療
体
制
を
整
え
、

医
療
機
関
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
町
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
町
内
医
療
機
関
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、

昨
年
度
、
町
独
自
の
包
括
的
手
帳
と

し
て
作
成
し
た
「
広
野
町
健
康
福
祉

手
帳
」
の
普
及
を
進
め
、
医
療
・
福

祉
・
保
健
機
関
が
有
機
的
な
地
域
連

携
を
図
り
ま
す
。

広野町健康福祉手帳

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
に
お
け
る
保
険
税
・

保
険
料
及
び
一
部
負
担
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
上
位
所
得
層
を
除
く
被
保

険
者
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
免
除
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
保
険
税
・
保
険

料
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
３
年
３
月

分
ま
で
、
一
部
負
担
金
に
つ
き
ま
し

て
は
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
免
除

期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
上

位
所
得
層
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
険
税
・
保
険
料
及
び
一
部
負
担
金

の
ご
負
担
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
町
の
医
療
費
等
は
、
著
し
く
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
特
定
健
康
診

査
の
受
診
率
向
上
、
医
療
費
適
正
化

の
推
進
、
健
康
意
識
の
啓
発
、
医
療

費
分
析
の
結
果
を
活
用
し
た
保
健
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
、
各
医
療
制
度

の
事
業
運
営
の
安
定
化
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
と
連
携
し
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ほ

か
、
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を
構
築

す
る
た
め
「
広
野
ま
る
ご
と
応
援
隊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
普
及
に
努

め
、「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
実
現

に
向
け
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
者

自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域
生
活
支

援
事
業
を
通
じ
て
日
常
生
活
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
各
種
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
業
務
の
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
で
公
共
交
通
機
関
の
利

　令和２年第１回広野町議会定例会が３月５日（木）

から13日（金）までの会期で開催されました。（６

日（金）から８日（日）までは休会）初日の５日に

は遠藤町長が令和２年度の施政方針を表明しまし

た。これは４月から始まる新年度に向けて、まちづ

くりに対する基本方針や施策を町民のみなさんに説

明するものです。

　町民のみなさんに町政運営の理解を深めていただ

くために、施政方針で挙げた重点事業の抜粋を掲載

します。
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用
が
困
難
な
場
合
で
福
祉
事
業
所
の

送
迎
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に

通
所
事
業
所
ま
で
の
移
動
支
援
を
引

き
続
き
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
２
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

実
施
箇
所
を
増
や
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
参
り

ま
す
。
必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
適
切
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
努

め
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

放
射
線
健
康
管
理
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
に
加

え
、
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
Ｄ
シ
ャ
ト
ル
線
量
計
に
よ
る
外
部

被
ば
く
放
射
線
量
の
測
定
、
放
射
線

出
前
講
座
や
講
演
会
を
実
施
し
、
放

射
線
に
よ
る
健
康
不
安
の
軽
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
大
学
の
教
授
ら
外

部
有
識
者
に
よ
る
「
広
野
町
放
射
線

健
康
対
策
委
員
会
」
を
引
き
続
き
継

続
し
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
健
康
影

響
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
の
適

切
な
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
放
射

線
健
康
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
広

野
町
放
射
線
相
談
室
は
、
さ
ら
に
内

容
の
充
実
に
努
め
、
町
民
が
抱
く
放

射
線
に
関
す
る
各
種
不
安
に
つ
い

て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
身
近
な
公
民
館

に
お
い
て
自
家
消
費
野
菜
等
の
放
射

能
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
、
食
品
等
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

ど
も
家
庭
課
内
に
設
置
し
た
広
野
町

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て

へ
と
途
切
れ
の
な
い
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
、
よ
り
一
層
子

育
て
世
代
へ
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
出
産
後

１
ヶ
月
を
含
め
た
妊
産
婦
健
康
診

査
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
各
種
予
防

接
種
事
業
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

事
業
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
末
よ
り
開
始
し
た
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
に
加
え
、
昨
年

度
か
ら
一
般
不
妊
治
療
費
、
不
育
治

療
費
も
新
た
に
助
成
の
対
象
と
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
出
生
並
び
に
子
育

て
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
児
童
虐
待
に
つ
き
ま
し
て

は
、
役
場
内
関
係
各
課
及
び
児
童
相

談
所
等
の
福
祉
関
係
機
関
、
学
校
等

の
教
育
関
係
機
関
、
警
察
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
図
り
、
虐
待
防
止
、

早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
内
の
障
が
い
児
等
が
通
う
通

所
事
業
所
の
備
品
購
入
費
を
支
援
す

る
な
ど
、
障
が
い
児
の
生
活
環
境
の

改
善
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
６
号
国
道
等
に
お

い
て
立
哨
活
動
を
毎
月
実
施
し
、
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。
学

校
か
ら
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
お

い
て
小
中
学
生
の
徒
歩
通
学
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
教
育

専
門
員
に
よ
る
、
児
童
・
生
徒
の
交

通
事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
が
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
の
減
少
を
図

る
た
め
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
双
葉
警
察
署
、
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
、
防
犯
指
導
隊
等
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
犯
罪
の
防
止
に
努
め
ま

す
。
犯
罪
に
対
す
る
抑
止
力
の
向
上

を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

者
に
対
し
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

　

防
災
、
防
火
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か

し
、
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
地
域
住

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
の
も
と
、
津
波
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
お
い

て
、
地
域
住
民
を
迅
速
か
つ
確
実
に

避
難
さ
せ
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線

や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
役
場
屋
上
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

情
報
を
的
確
に
伝
え
ま
す
。
消
防
団

活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
軽
積
載
車
の
入

替
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
、

婦
人
消
防
隊
と
連
携
し
予
防
消
防
に

努
め
、
特
に
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て

は
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
火
災

予
防
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

消防団訓練活動の様子（つなぎ放水訓練）

　

い
か
な
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が

発
生
し
て
も
、「
致
命
的
な
被
害
を

負
わ
な
い
強
さ
」
と
「
速
や
か
に
復

旧
・
復
興
で
き
る
し
な
や
か
さ
」
を

備
え
た
強
靱
的
な
地
域
社
会
を
構
築

し
、
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
「
広
野

町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

②�
『
人
を
活
か
し
』
に
つ
い

て
の
事
業

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
営
農
再

開
８
年
目
と
な
り
ま
す
令
和
２
年
産

米
の
作
付
け
に
つ
い
て
、
福
島
県
よ

り
生
産
面
積
の
目
安
と
し
て
１
４
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
に
営
農
を
行
う
農
家
に
対

し
て
は
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
経
営

の
安
定
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町

の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
平
地
に
比
べ
て
傾
斜

地
が
多
い
な
ど
、
農
業
生
産
条
件
が

不
利
な
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
い

手
の
育
成
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維

持
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生

を
防
ぎ
、
水す

い
げ
ん源

涵か
ん
よ
う養

、
洪
水
防
止
、

土
砂
崩
壊
防
止
等
の
多
面
的
機
能
を

継
続
的
、効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
、

多
面
的
機
能
支
払
事
業
及
び
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
農
用
地
、
水
路
、
農
道
等
の

地
域
資
源
の
保
全
管
理
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、営
農
再
開
支
援
事
業
を
活
用
し
、

イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
魅
力
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
を
行
い
、
特
産

品
の
販
売
促
進
や
消
費
拡
大
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
寄
附
を
し
て

い
た
だ
い
た
納
税
者
の
皆
様
に
、
広

野
産
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
広

野
産
米
で
造
っ
た
日
本
酒
等
を
返
礼

品
と
し
て
送
付
し
、
本
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
２
年
度

に
お
い
て
も
返
礼
品
の
品
数
を
増
や
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す
た
め
、
魅
力
あ
る
商
品
の
発
掘
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ふ
く
し
ま

プ
ラ
イ
ド
販
売
力
強
化
支
援
事
業
を

活
用
し
、町
農
産
物
の
価
値
を
伝
え
、

販
売
・
消
費
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

物
産
展
等
に
参
加
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、秋
に
は
収
穫
祭
を
開
催
し
、

町
農
産
物
の
積
極
的
な
消
費
を
促
し

ま
す
。

　

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
約
を

目
指
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
町

内
７
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
事

業
の
推
進
に
取
り
組
み
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」の
実
質
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
振
興
と
農
業
後
継
者
を

確
保
す
る
た
め
、
広
野
町
農
業
次
世

代
人
材
育
成
奨
学
金
に
よ
り
、
そ
の

修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
し
、
農

業
経
営
の
安
定
と
優
れ
た
農
業
担
い

手
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

鶴ケ崎圃場整備

　

新
規
企
業
の
誘
致
と
雇
用
の
創
出

に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
野
駅
東
側
第

１
期
開
発
地
区
に
お
け
る
産
業
団
地

や
広
野
工
業
団
地
へ
の
新
規
企
業
の

誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
除
染
廃

棄
物
等
の
仮
置
き
場
と
し
て
土
地
利

用
を
図
っ
て
い
た
東
町
地
区
仮
置
場

を
産
業
団
地
と
し
て
新
た
に
整
備
を

行
い
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
推
進

し
、
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

現
在
、
広
野
工
業
団
地
に
17
社
が

進
出
し
て
お
り
、
１
社
が
事
業
所
を

建
設
中
、
１
社
が
進
出
を
決
定
、
さ

ら
に
１
社
が
進
出
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
操
業
開
始
に
よ
り
地

元
か
ら
の
採
用
が
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

旧
広
野
幼
稚
園
園
舎
に
つ
き
ま
し

て
は
、
広
野
幼
稚
園
舎
有
効
活
用
検

討
委
員
会
か
ら
の
提
言
内
容
を
参
考

に
し
な
が
ら
、（
仮
称
）
文
化
交
流

複
合
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、
町
民
の
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

③�

『
未
来
を
つ
く
る
町
』
に

つ
い
て
の
事
業

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
度
に
策
定

し
た
第
２
期
広
野
町
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
町
が
主

体
的
に
教
育
・
保
育
や
子
育
て
支
援

に
関
す
る
事
業
量
の
確
保
と
質
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
町

民
が
子
ど
も
・
子
育
て
へ
の
関
心
と

理
解
を
深
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

職
域
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

広
野
こ
ど
も
園
に
お
け
る
幼
児
教

育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
る
人
間

形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
英
語
教
育
に
加

え
、
遊
び
の
中
で
主
体
的
に
対
象
に

か
か
わ
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
こ

と
ば
の
教
育
」
の
導
入
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
児
童
館
に
お
い
て
80
名
を
超
え

る
児
童
の
入
館
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
明

る
く
、
元
気
に
、
健
や
か
に
過
ご
せ

る
よ
う
指
導
体
制
も
含
め
環
境
整
備

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
事
故

か
ら
10
年
目
と
な
り
、
復
興
創
生
期

間
の
総
ま
と
め
と
な
る
本
年
、
広
野

町
復
興
計
画
に
掲
げ
る
基
本
理
念
・

目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
シ
ン
ボ
ル

事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
広
野

駅
東
側
第
２
期
開
発
地
区
に
お
け
る

宅
地
造
成
を
確
実
に
進
め
て
い
き
ま

す
。同
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
に
重
点
を

置
き
、
土
地
購
入
に
係
る
新
た
な
補

助
制
度
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
開
発

地
区
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
費

用
に
つ
い
て
は
、
福
島
再
生
加
速
化

交
付
金
を
始
め
と
し
た
国
・
県
補
助

金
等
の
活
用
に
努
め
、
町
一
般
財
源

の
負
担
を
少
な
く
す
る
財
政
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

広
野
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、「
広

野
駅
周
辺
整
備
の
基
本
事
項
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。３
月
14

日
に
は
、
常
磐
線
富
岡
駅
・
浪
江
駅

間
で
全
線
が
開
通
し
仙
台
駅
ま
で
繋

が
る
こ
と
と
な
り
、
特
急
列
車
の
運

行
も
再
開
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
交
流
拠
点
と
し
て
の
駅
利

用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
駅
構
内
こ
線

橋
と
未
来
の
か
け
橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
加
速
化
的
に
進
め
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
と
と
も
に
誰

も
が
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
環

境
を
構
築
し
ま
す
。

バリアフリー化されたＪＲ広野駅

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
双
葉

地
域
に
お
け
る
廃
炉
や
被
災
地
域
の

復
興
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
は
じ
め
と
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
農
業
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
が
実
施

さ
れ
、
そ
の
技
術
や
人
材
が
当
地
域

の
産
業
復
興
の
原
動
力
と
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
は
、
そ
の

拠
点
と
な
る
研
究
施
設
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
的
役
割
を
果
た
し
、
当
地
域

の
復
興
に
弾
み
を
付
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
重
点
分
野
に

つ
い
て
は
、
地
元
企
業
や
高
等
学
術

機
関
に
加
え
て
国
際
機
関
な
ど
、
国

際
産
学
官
の
連
携
を
強
化
し
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
浜
通
り
の
現

状
・
課
題
を
整
理
し
、
技
術
の
実
用

化
及
び
具
体
化
に
向
け
本
格
的
な
事

業
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
専
門
家

を
は
じ
め
知
見
を
有
す
る
人
材
を
配

置
し
、
経
営
戦
略
の
構
築
、
地
元
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
創
出
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
時
期
に
来
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
当
町
に
立
地
す
る
県
立
ふ

た
ば
未
来
学
園
高
校
に
お
け
る
約

５
０
０
名
の
高
校
生
が
、
自
立
、
協

働
、
創
造
の
校
訓
の
も
と
勉
学
に
励

ん
で
お
り
、
浜
通
り
に
進
出
し
た
研

究
機
関
や
企
業
の
求
め
る
人
材
育
成

に
と
っ
て
の
実
学
の
場
と
し
て
最
も

重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
高
度
な
就

学
の
場
で
あ
る
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
誘
致
を
含
め
検
討
す
る
と
と

も
に
、
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

東
日
本
国
際
大
学
や
福
島
高
専
、
早

稲
田
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
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と
の
取
り
組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
取
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
第
５
次
広
野
町
町
勢
振
興
計
画
」

及
び
「
第
２
次
国
土
利
用
計
画
」
で

示
す
基
本
理
念
や
将
来
像
と
方
向
性

が
一
致
し
て
い
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
お
い
て
、

特
に
若
い
世
代
に
お
け
る
移
住
・
定

住
の
促
進
、
交
流
人
口
や
関
係
人

口
に
代
表
さ
れ
る
新
た
な
人
の
流
れ

を
町
づ
く
り
に
展
開
し
、
産
業
分
野

の
戦
略
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付

け
、
広
野
町
ら
し
さ
を
前
面
に
押
し

出
し
た「
広
野
ス
タ
イ
ル
創
出
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
は
、

そ
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
改
定
時
期
に
あ
た
り

ま
す
。
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会

を
念
頭
に
、
各
地
域
が
特
色
を
活
か

し
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
で
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
計
画

策
定
を
目
指
し
ま
す
。

パラスポーツで「ホストタウン交流」

　

復
興
五
輪
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」

へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
月
26
日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
・
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ー
ト
を
皮
切

り
に
、
復
興
五
輪
と
位
置
づ
け
さ
れ

た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」
へ
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
縁

か
ら
、
昨
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和

国
の「
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」

に
登
録
し
、
現
在
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
を
模
索
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
に
都
内
で
開
催

さ
れ
る
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
ハ
ウ
ス
」

に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
町
の
魅

力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本

大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
り
ご
支
援

を
頂
い
た
、
全
国
・
国
際
社
会
の
皆

様
に
感
謝
の
念
を
お
届
け
す
る
べ
く

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
内
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

及
び
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、道
路
、

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
下
水
道
施
設
の

点
検
を
実
施
し
、
道
路
や
下
水
道
施

設
の
計
画
的
な
補
修
を
実
施
し
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
り
、
安
全
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
危

険
個
所
、
未
改
良
区
間
の
解
消
を
計

画
的
に
実
施
し
、
町
民
の
生
活
環
境

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
安

全
な
道
路
網
を
形
成
し
、
有
事
の
際

の
緊
急
車
両
の
通
行
及
び
通
勤
通
学

時
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

令
和
元
年
の
台
風
19
号
及
び
21
号

に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
道
路
の
路
肩
崩

落
や
河
川
の
護
岸
崩
落
等
の
災
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
災
害
復
旧

に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
町
内
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
下
北
迫
浜
田
地
区
か
ら
前
川
原

地
区
及
び
折
木
田
中
地
区
か
ら
関
の

上
地
区
の
排
水
路
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
上
浅
見
川
地
域
よ
り
、

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
と
表
土
の
流

出
を
防
止
す
る
な
ど
の
放
射
性
物
質

対
策
を
一
体
的
に
実
施
し
、
森
林
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
と
放
射

性
物
質
の
拡
散
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
計
画
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
柴

橋
、
東
黒
森
、
南
山
な
ど
、
お
よ
そ

62
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
目
指
し
ま

す
。

　

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
指
定
ご
み
を
収
集
日
以
外
に
出

さ
れ
て
い
る
事
案
や
不
要
と
な
っ
た

家
電
等
を
空
き
地
や
林
道
敷
に
不
法

投
棄
し
て
い
る
事
案
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
家
庭
ご
み
収

集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
広
報
等

に
よ
る
マ
ナ
ー
の
周
知
を
行
う
と
と

も
に
、
環
境
美
化
推
進
員
の
見
回
り

と
広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
通
じ
、
関
連
事
業
所
等
へ

の
注
意
喚
起
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

除
染
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
住
民
の
放
射
線

か
ら
の
不
安
払
拭
並
び
に
生
活
圏
に

お
け
る
放
射
線
の
状
況
に
つ
い
て
情

報
提
供
す
る
た
め
、
一
般
家
屋
及
び

公
共
施
設
の
敷
地
に
お
け
る
環
境
放

射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
東
町
仮
置
場
に
あ
る
除
去

土
壌
等
除
染
廃
棄
物
は
、
環
境
省
に

お
い
て
全
て
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸

送
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
に
敷
地
内
の
原
形
復
旧
を
行
い
ま

す
。

　

教
育
全
般
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
教
育
活
動
を

展
開
し
つ
つ
、「
広
野
町
幼
小
中
魅

力
化
提
言
書
」
を
踏
ま
え
、「
広
野

町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
見
直
し
を
図

り
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高

校
と
の
連
携
を
見
据
え
な
が
ら
、
広

野
町
立
学
校
独
自
の
魅
力
の
創
出
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・

能
力
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
情
報
活

用
能
力
に
つ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
通
し
て
育
成
す
る
と
と
も

に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
実
現
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
配
置
し
、
本
町
の
教
育
実
態
に

即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。

広野中学生海外交流派遣事業

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に

掲
げ
ら
れ
た
外
国
語
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
を
活

用
し
た
英
語
教
育
に
加
え
、
広
野
中

学
生
海
外
交
流
派
遣
事
業
・
小
中
学

校
児
童
生
徒
合
同
で
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異
文
化
交
流
宿
泊
体
験

事
業
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
創
造
・
映
像
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

映
像
制
作
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
広
野

町
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
伝
統
と
文

化
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
広
野
町

の
未
来
と
地
域
の
復
興
に
貢
献
で
き

る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
「
ふ
る

さ
と
創
造
学
」
を
中
学
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
３
カ
年
に
亘
る
教
育

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
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歳入合計

50億2989万円
町税

22億3998万7000円
44.5%

譲与税など
4億4925万8000円
8.9%

国庫支出金
3億5877万5000円

7.2%

県支出金
7億5894万9000円

15.1%

繰入金
9億1492万円
18.2%

使用料・諸収入など
3億800万1000円 6.1%

歳入

町民1人に
使われるお金

歳出合計金額
50億2989万円を
令和２年２月末日

現在の住民基本台帳人口
4,757人で割った数字で
算出しています。

令
和
２
年
度 

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
町
づ
く
り
に
必
要
な
令
和
２
年
度
の

当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計別予算の状況
予　　算　　額 対前年度増減率（％）

一　　般　　会　　計 50億2989万0000円 5.5

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 8億8786万4000円 ▲ 4.4

土 地 開 発 事 業 7506万8000円 73.9

公 共 下 水 道 事 業 2億4299万5000円 1.3

農業集落排水事業 4921万0000円 56.5

介 護 保 険 5億8752万3000円 12.0

後 期 高 齢 者 医 療 1913万9000円 19.9

小　　　　　　 計 18億6179万9000円 4.4

合　　　計 68億9168万9000円 5.2

衛�生�費 民�生�費 総�務�費 歳　出　総　額
保健衛生、ごみの
清掃、し尿処理な
ど

社会福祉や生活扶
助など

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など

62,490円 160,690円 252,593円 1,057,366円
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＊
総
務
課

・ 

町
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典
事
業

・ 

広
野
町
ふ
る
さ
と
ア
プ
リ
導
入
事
業

＊
復
興
企
画
課

・
国
勢
調
査
事
業

・
広
野
町
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業

・ 

広
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
改
訂
事
業

・
広
野
町
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り
事
業

・
心
の
復
興
支
援
事
業

・
広
野
ス
タ
イ
ル
創
出
事
業

・
「
ひ
ろ
ぼ
ー
ク
ラ
ブ
」
運
営
事
業

・ 

２
０
２
０
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
ハ
ウ

ス
出
展
事
業

・ 

津
波
被
災
者
等
住
宅
再
建
支
援
事
業

・
広
野
駅
周
辺
整
備
事
業

・
広
野
駅
東
側
第
二
期
開
発
事
業

＊
健
康
福
祉
課

・
健
康
づ
く
り
啓
発
普
及
事
業

・
放
射
線
健
康
管
理
事
業

＊
こ
ど
も
家
庭
課

・
言
葉
の
教
育
事
業

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
少
子
化
対
策
事
業

・
風
し
ん
追
加
的
対
策
事
業

＊
環
境
防
災
課

・
東
町
仮
置
場
原
型
復
旧
事
業

・
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

・ 

広
野
町
消
防
団
消
防
自
動
車
整
備

事
業

・ 

広
野
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
策

定
事
業

＊
産
業
振
興
課

・
広
野
町
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
特
典
事
業

・
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

・ 

福
島
県
事
業
再
開
・
帰
還
促
進
事
業

＊
建
設
課

・
道
の
駅
整
備
事
業

・
林
道
補
修
事
業

・
道
路
維
持
補
修
事
業

・ 

道
路
新
設
改
良
事
業
（
松
葉
線
、

北
釜
・
東
町
線
ほ
か
）

・
下
北
迫
地
区
排
水
路
整
備
事
業

・
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

・ 

農
業
・
林
業
・
道
路
橋
梁
施
設
災

害
復
旧
事
業

＊
学
校
教
育
課

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業

・ 

ふ
る
さ
と
創
造
・
映
像
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

・ 

町
営
学
習
塾
（
広
野
中
学
校
学
習

支
援
）
事
業

・
文
化
交
流
複
合
施
設
整
備
事
業

＊
生
涯
学
習
課

・
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
事
業

・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
改
修
事
業

歳出合計

50億2989万円

消防費
2億1726万9000円
4.3%

教育費
4億597万8000円
8.1%

農林水産業費
6億3932万5000円

12.7%
衛生費
2億9726万7000円
5.9%

商工費
2億1820万6000円

4.4%

その他議会費など
1億8697万4000円
3.7%

総務費
12億158万3000円

23.9%

民生費
7億6440万2000円

15.2%

土木費
8億8163万2000円

17.5%

公債費
2億1725万4000円
4.3% 歳出

重　
点　
事　
業

その他議会費など 公�債�費 教�育�費 消�防�費 土�木�費 商�工�費 農林水産業費
議会運営・災害復
旧など

起債償還など 教育・文化・スポー
ツ施設の充実など

消防・水防・防災
対策など

道路・橋・町営住
宅の建設、維持管
理など

商工業振興や観光
振興など

農業・林業・水産
業の振興など

39,305円 45,670円 85,343円 45,674円 185,334円 45,871円 134,397円
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INFORMATION～まちからのお知らせ～ 常磐線
３月14日全線再開に
伴いＪＲ広野駅に
特急停車が復活しました。
　震災後、町並びに町議会が要望活動を続け
てきたＪＲ広野駅への特急停車が復活いたし
ました。品川駅・上野駅－仙台駅間を直通す
る特急「ひたち」が３往復します。併せてダ
イヤ改正も行われましたので、列車時刻を紹
介いたします。

広野駅（ＪＲ常磐線）に停車する列車
◆上り普通列車運転時刻（いわき・水戸方面）
　特急列車運転時刻（品川・上野方面）

　　　　　　　（令和２年３月14日改正）
時刻

05：36発 普通　いわき行き
06：32発 普通　いわき行き
07：07発 普通　いわき行き
07：47発 普通　いわき行き
08：47発 普通　水 戸 行 き
10：14発 普通　いわき行き
11：21発 普通　いわき行き

11：58発 特急ひたち14号　品川行き
　[全車指定席です。]　

12：45発 普通　いわき行き
14：20発 普通　いわき行き
15：00発 普通　いわき行き
16：26発 普通　水 戸 行 き
17：23発 普通　いわき行き

17：57発 特急ひたち26号　品川行き
　[全車指定席です。]

18：35発 普通　いわき行き
19：14発 普通　水 戸 行 き

19：56発 特急ひたち30号　品川行き
　[全車指定席です。]

20：00発 普通　いわき行き
21：18発 普通　いわき行き

◆下り普通列車運転時刻（広野・原ノ町方面）
　特急列車運転時刻（仙台方面）

（令和２年３月14日改正）
時刻

05：31着 普通　広 野 行 き
05：46発 普通　原ノ町行き　
06：32発 普通　原ノ町行き
07：34発 普通　原ノ町行き
08：14発 普通　原ノ町行き
09：53発 普通　原ノ町行き

10：43発 特急ひたち３号　仙台行き
　[全車指定席です。]

11：16着 普通　広 野 行 き
12：38発 普通　原ノ町行き
14：05着 普通　広 野 行 き

15：33発 特急ひたち13号　仙台行き
[全車指定席です。]

15：41発 普通　原ノ町行き
16：21着 普通　広 野 行 き
17：09発 普通　原ノ町行き
18：13発 普通　原ノ町行き

18：35発 特急ひたち19号　仙台行き
[全車指定席です。]

19：04着 普通　広 野 行 き
19：47発 普通　原ノ町行き
20：43発 普通　原ノ町行き
22：43着 普通　広 野 行 き

・�JR広野駅では、Suica（ICカード）を利用できる
ようになりました。
・�きっぷ及びSuicaはJR広野駅の券売機で購入でき
ます。
・�特急券はJR広野駅の話せる指定席券売機（営業
時間8:30～20:30）で購入できます。
　�特急券は駅で購入する場合と列車内で購入する場
合とで金額が異なりますので、ご注意ください。
※Suicaは東日本旅客鉄道㈱の登録商標です。特急１番列車到着を歓迎する

認定NPO法人カタリバの方々 設置された券売機
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話

題

特

集

お
知
ら
せ

ご

み

水

道

消
防
署

保

健

文

芸

英

語

図
書
室

振
興
公
社

ひ
ろ
の
っ
こ

INFORMATION～まちからのお知らせ～

広野町野球スポーツ少年団卒団式並びに解散式
　広野町野球スポーツ少年団は令和２年２月23日（日）に広野町公民館において卒団式並びに解散式を開
催いたしました。平成２年４月に結成され、各種大会で好成績を収めてきましたが、震災後の入団者数の
減少から存続が難しく30年続いた歴史に幕を下ろしました。解散式の様子と、30年間育成に携わってきた
大和田代表と小柳指導者から御寄稿文をいただきましたのでご紹介いたします。

大和田代表から修了証をもらった最後の団員、保護者、指導にあたってきた皆さん

広野町野球スポーツ少年団卒団式並びに解散式を終えて
広野町野球スポーツ少年団代表

大和田　一政
　平成２年４月に町公民館より依頼を受けて広野町野球スポーツ少年団を
小柳薫さんと立ち上げ、軟式野球を通じて少年（児童）のこころとからだ
を育て、相互の親睦と技術の向上を目指し、30年間地域の皆様に支えられ
ながら歩んでくることができました。
　今日までを振り返ってみますと、東日本大震災で平成23年３月から平成
26年８月まで休部しましたが、その間、避難先の石川町教育委員会さんが
２泊３日の合宿を受け入れてくださり、出場は無理とあきらめていた児童
野球選手権大会に出場することができましたことは子供たちの心の復興に
つながったと確信しております。石川町さんありがとうございました。こ
の場をお借りして御礼申しあげます。
　震災後は、５人の団員の『元気に野球をやりたい』という思いに押され
平成26年９月に再開しました。私達指導者は、グラウンドに子ども達の元
気な声が響き、それが町に活気が戻ることにつながればと活動してきまし
た。しかしながら、現実的には地元の団員数よりいわき市からの団員数の
方が多く、今後の継続が難しく、卒団式並びに解散式を迎えることになり
ました。
　今、町では駅東側に若い世代の流入促進策として住宅地整備に取り組ん
でいるとお聞きしますが、もっともっと若者が定住し、子供の数が増える
町になりますことを願います。

広野町野球スポーツ少年団指導者
小柳　薫

　平成２年、町の体育協会野球部広野
クラブに野球スポーツ少年団指導の依
頼があり、大和田一政さんと、お子さ
んが入団した大橋さんが加わり３人で
指導を始めました。
　初勝利のうれしさから、各大会に一
喜一憂し、ついに平成14年全国大会出
場、そして多くのチームとの交流、指
導者も増え、多くの団員とたくさんの
思い出があります。また、卒団生の活
躍も楽しみです。
　それぞれの団員の歴史があり、30年
間の野球スポーツ少年団の歴史が出来
ました。震災もその１つです。
　解散式は終えましたが、これからも、
地域住民の１人として野球の好きな子
供たちを見守っていきたいと思います。
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INFORMATION～まちからのお知らせ～

原子力立地給付金に関するお知らせ（福島県）
　原子力立地給付金は、国の制度に基づき、原子力
発電施設の周辺地域の皆様に年１回交付してきまし
たが、東京電力福島第二原発の廃止に伴い、令和元
年度をもって終了となりますのでお知らせいたしま
す。

 問  一般財団法人電源地域振興センター
　　総務企画部給付金審査課
　　☎03-6372-7304
　　受付時間　�午前10時～正午、午後１時～午後

５時（土日祝日除く）

令和２年度育英奨学資金給与事業について
●給与する額　　月額5,000円
●給与を受ける人の資格
　�広野町に住所を有する人で、高等学校に在学し、
能力があるにもかかわらず経済的理由により就学
困難と認められる人
●申請方法
　�奨学生願書などにより広野町教育委員会学校教育
課にお申し込みください。

●受付期間
　�令和２年４月28日（火）（土曜日、日曜日および
祝日を除く）

 問 学校教育課　学校教育係　☎0240-27-4166

令和２年度広野町奨学資金貸与事業について
●奨学資金の額　　月額10万円以内
●貸与を受ける人の資格
　・�専修学校専門課程、短期大学、大学（大学院を
除く）に在学していること。

　・�大学などに合格した際に広野町に引き続き１年
以上住所を有していること。

　・�他の団体から同種類の奨学資金の貸与または給
与を受けていないこと。

●申請方法
　�奨学生願書などにより広野町教育委員会学校教育
課にお申し込みください。願書は学校教育課に準
備してあります。
●受付期間
　�令和２年４月28日（火）まで（土曜日、日曜日お
よび祝日を除く）

 問 学校教育課　学校教育係　☎0240-27-4166

猫に関するトラブルについて
地域住民から猫による苦情が寄せられています。
　●�猫に庭や畑でフンをされる
　●�庭、車などに放尿（マーキング）される
　●�猫の爪で車に傷がついた
　●�発情期の猫の鳴き声がうるさい　　など

トラブルにならないために猫を飼っている方は
室内で飼うようにしましょう。

　所有者が分からない、いわゆる野良猫については
エサを与えると、その猫の管理者となります。「か
わいい」や「かわいそう」だけでは管理者としての

責務は果たせているとは言えません。エサを与える
とその場所に他の猫も集まってきます。そこで繁殖
を繰り返すことで手のつけられない状態になりトラ
ブルの原因となります。
　安易にエサは与えず、手をださないようお願いし
ます。
　また、役場及び愛護センターでは猫の捕獲は行っ
ておりません。住民の方が保護した場合、役場で預
かりますのでご理解とご協力よろしくお願いしま
す。

�問 �環境防災課　☎0240-27-2114
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INFORMATION～まちからのお知らせ～

地域おこし協力隊通信　No.12
　皆さんこんにちは。起業型地域おこし協力隊の大
場美奈です。
　早いもので私が着任してから１年が経ちました。
１年を通して様々な広野町を見ることができまし
た。そしてますます広野町が好きになりました。
　４月からは新しい事業を始めます。広野町活性化
プロジェクト通称「ちゃのまプロジェクト」です。
具体的に何をしていくかというと広野町にイベント
スペースを作る予定です。その中で様々な教室やイ
ベントを仕掛けていきます。固定の教室や期間限定
の教室やイベントなどを開催していきます。簡単に
言うとカルチャーセンターを小さくした感じです。
　現在はこのイベントスペースの改装作業と教室の
開発をしているところです。町民の皆さんに楽しん

でもらえるような学びの場所、体験の場所を作って
いく予定です。ぜひ、完成したら遊びに来てくださ
い。まだまだ未熟者ですがこれからもよろしくお願
いします。

 問 復興企画課　☎0240-27-1251

相続登記について（４）（５）
　相続登記の必要性・重要性についての記事を５回
シリーズでお知らせしています。

Ｑ�　亡くなった父が建てた建物が登記されていな
い場合はどうすればいいですか？

Ａ�　相続人が一人の場合は相続人であることを証
明する書類、例えば戸籍謄本等を添付して建物
表題登記の申請をします。相続人が数名いる場
合は、相続人全員又は建物を相続した相続人か
ら建物の表題登記を申請します。この場合、公
正証書や遺産分割証明書等、相続を証明する書
類を添付して登記の申請をすることになります。
そのほか、亡くなった父が当該建物の所有者で
あることの証明も必要になります。なお、ご不
明なときは最寄りの法務局や土地家屋調査士に
ご相談ください。

Ｑ�　親から土地を相続したが、お隣との境界が分
からない場合どうすればいいですか？

Ａ�　最寄りの法務局、市町村に備え付けてある公
図（地図）を取得して土地の形状や境界線につ
いて確認してください。もし、以前に測量（分
筆登記等）をした経緯があるなら、法務局に地
積測量図が備え付けてある場合がありますので、
それを取得して境界線や境界杭等をご確認くだ
さい。それでも分からない場合は、最寄りの土
地家屋調査士に相談の上、「境界の復元測量」を
依頼してください。万一、隣接者と境界不明で
トラブルになった場合（なっている場合）は福
島県土地家屋調査士会に併設されている「境界
紛争解決支援センターふくしま」や法務局の「筆
界特定制度」をご利用ください。

 問 福島県土地家屋調査士会　☎024-534-7829
　　福島地方法務局　☎024-534-2045
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広野町内でのごみの収集について
　４月および５月の広野町内でのごみ収集日は次のとおりです。�
　ごみステーション周りの汚れが大変目立ちます。ごみを出す場合は�「ごみと資源の分け方・出し方」�を確認し、�
指定ゴミ袋に分別して、�収集日当日に自宅近くのごみステーションボックス内に出してください。
　カセットボンベ・スプレー缶類を出す際は、爆発や火災など事故になる恐れもあります。必ず使い切っ
てから穴をあけて出してください。なお、ライター類も同様に使い切ってから出すようにしてください。 
　粗大ごみを出すときは、�南部衛生センター【℡0240-25-4609】へ３日前まで連絡してください。受付時間は、�
午前８時30分から午後３時45分までです。収集業者がご自宅まで回収しにお伺いします（有料です）�。
　ご家庭で不要となった衣類は、広野町役場、広野町公民館に古着リサイクルボックスを設置しています。
資源の再利用によるごみの減量にご協力ください。
　また、�古紙類（新聞、ダンボール、雑誌など）については、�広野町役場車庫にて随時回収しています。

広野町内ごみ収集カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

可�燃 ペットボトル 不�燃 可�燃プラスチック
10 11 12 13 14 15 16

可�燃 ペットボトルカン類可�燃プラスチック
17 18 19 20 21 22 23

可�燃 ペットボトルビン類可�燃プラスチック
24/31 25 26 27 28 29 30

可�燃 ペットボトル 可�燃プラスチック

5月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

不�燃 可�燃
5 6 7 8 9 10 11

可�燃 ペットボトルカン類可�燃プラスチック
12 13 14 15 16 17 18

可�燃 ペットボトルビン類可�燃プラスチック
19 20 21 22 23 24 25

可�燃 ペットボトル 可�燃プラスチック
26 27 28 29 30

可�燃 ペットボトル 可�燃プラスチック

4月

広野町振興公社紹介コーナー

●４月の振興公社で開催されるイベント紹介
№ 月�����日 イベント内容 備�����考
１ ４月 ４日（土） 広野町パークゴルフ協会４月度月例会 会員

２ ４月12日（日） グリーンカップパークゴルフ大会 オープン

　㈱広野町振興公社の紹介ページ第９弾です。今回は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため３月１日
（日）から営業を自粛していた二ツ沼総合公園内施設の営業が再開いたしましたのでお知らせいたします。

　〇二ツ沼総合公園パークゴルフ場が、３月17日（火）から再開しました。
　〇二ツ沼ベースも同19日（木）より再開しています。
<パークゴルフ場ご利用になる皆様にお願い>
　パークゴルフは、野外でプレーするスポーツです。
　しかし!!プレーするには受付を済ませる必要があります。受付は屋内です。
　そこで!!　①マスクをしましょう。②手を洗いましょう。③手を乾かしてから、
アルコール消毒をしましょう。（受付に置いてあります）よろしくお願いします。
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令和元年度全国統一防火標語

ひとつずつ いいね！で確認 火の用心

消防署からのお知らせ

山火事の約７割が冬から春にかけて集中して発生しています。これは、森林内に落ち葉
が積もって燃えやすい状況になっていることや、春先に行楽や山菜採りなどで入山する
人が増加するほか、枯草焼きなどが森林に飛び火することも原因となっています。

山火事予防の４つのポイント
①枯草のある場所では、たき火、火起こしをしない！
②強風時及び乾燥時には火気の使用をひかえる！
③タバコは指定された場所で喫煙すること！
④火を使用後は、完全に消火をすること！

富岡消防署連絡先

☎０２４０-２２-２１１９

家具転倒対策は万全ですか？
新生活が始まるタイミングは、
家具転倒対策をするタイミングです!

固定用の針金は太さが １ｍｍ
以上のものを使おう！金具で固定する場合は、壁の下地の

ある所か鴨居に取り付けよう！

壁が弱ければ固定用の
横木を取り付けよう！

ガラスには、 飛散防止フィルム
ピアノの脚には すべり止め を！

春は山火事に注意して下さい!!

　春は、就職･転勤･入学等、新生活が始まる季節です。
　それに合わせて引っ越しや、模様替えを検討している方も
いると思います。家具を動かすタイミングは、家具転倒対策
を行う絶好の機会です。
　近年発生した地震による負傷者の約３割から５割の方が家
具の転倒によるものです。下記の図を参考に家具転倒対策を
行い地震に備えよう！
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2020年度　水 道 修 理 当 番 表
年月

業者名 2020年４月 2020年５月

北 陽 管 工 ㈲　　0240-27-3419 ６日～12日・27日～30日 １日・２日・７日～10日 
25日～31日

㈲山忠設備工業　　0240-27-3311 １日～５日・20日～26日 ５日・６日・18日～24日

㈲ 吉 田 鉄 工 所 　　0240-27-3241 13日～19日 ３日・４日・11日～17日

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団

水道水中における放射性物質のモニタリング結果
■採水場所：小滝平浄水場　■水源：大船水源（表流水） ■採水場所：小山浄水場 ■水源：木戸川（ダム放流水）

採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137 採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

2 0 2 0 / 2 /  1

～

2 0 2 0 / 2 / 2 9

不検出 不検出 不検出

2 0 2 0 / 2 /  1

～

2 0 2 0 / 2 / 2 9

不検出 不検出 不検出

※ いずれの検体も、２月29日時点で放射性物質は不検出です。
※ 「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最

小値（1Bq/kg）未満であることを示しています。
※ 現在、広野町内の水道水は、小滝平浄水場および小山浄

水場より給水しております。

測定機関：双葉地方水道企業団
分析装置：ゲルマニウム半導体検出器
検査頻度：毎日   
測定方法： 水道水等の放射能測定マニュアル（厚生労働省）

《参考》検査日現在の目標値 （単位:Bq/kg）
ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

※ これまで 暫 定 規 制 値 が 設 定されていた
放射性ヨウ素については、 半減期が短く、 国
に平成23年７月15日以降の検出報告がない
ことから、 規制の対象から除外されました。 

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

－ 10

浄水場を見学してみませんか？

　双葉地方水道企業団では、『どのようにして安全な水道水が作られているか』を皆さんに直

接ご覧いただき、水道水の安全・安心を再確認していただくことを目的に、浄水場の見学を随

時受け付けています。ご家族やお友達同士、学校・企業など、どのようなグループでもＯＫです！

　まずは、お電話にてご相談ください。
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こちらＪヴィレッジフィットネスクラブです
　今回は腰の安定性を高める運動についてご紹介いたします！
　新年度が始まり疲れが溜まってきたなと感じた時や、腰が動きづらいと感じた時にぜひ
試してみてください!!

　スタジオプログラムで開催中の「YOGA」ですが、好評につき2月よ
りプログラム時間を”30分”⇨ “45分”に延長して開催しております♪
　毎週開催しているプログラムとなっております！この機会にぜひＪ
ヴィレッジまでお越しください!!
◎当クラブ会員はプログラム参加が無料♪　
　レッスンプログラム等のお問い合わせは、℡0240-23-7013　まで　　
　（営業時間　火曜～金曜 10：00～21：00、
　　　　　　 土・日・祝 10：00～17：30、定休日：月曜）

Jヴィレッジフィットネスクラブよりお知らせ Ｊヴィレッジフィットネスクラブ

トレーナー遠
えんどう

藤　健
けんいち

一

●�出身：須賀川市

●�趣味：野球観

戦（シーズン

中 、 月 １ は

必 ず 行 き ま

す！）

腰の安定性を高める・リラックスさせる
トランクローテーション
方法：① 仰向けに寝て、腕を横に広げます。

手の甲は上を　向けたままにしま
しょう。股関節・膝関節を90度に
曲げ、膝の内側にボールやタオルを
挟めましょう。(写真１)

　　　② 両腕は広げたまま、両膝を一方に倒
しながら腰を捻ります。肩甲骨が床
から離れないように保ちます。(写
真２)

　　　③ １～２秒ほどキープしたら反対側に
も倒していきます。(写真３)

チェストオープン
方法：① 横向きに寝て両手を伸ばし、上側の脚を股関節・膝

関節90度に曲げそのまま床に倒します。(写真４)
　　　② 両腕をそろえたところから、腰の位置が変わらない

ように上側の腕を反対側にゆっくりと開いていきま
す。(写真５)

　　　③ 開いたところで１～２秒ほどキープしたら写真４の
姿勢までゆっくりと戻していきましょう。

☆ポイント☆
背中(肩甲骨)をしっかりと床につけておくように意識しま
しょう！腰に力が入らないようにしながら、左右５回ずつ
を目安に行いましょう！

☆ポイント☆
開くとき背中(肩甲骨)を床に近づけるように意識しましょ
う！肩などに痛みが出る場合は中止するか無理のない範囲
で行いましょう!!
10回を目安に左右行いましょう！

写真４

写真３

写真１

写真２

写真５

膝が床から離れない
ように注意!!

肩が離れ
やすいので注意!!
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令和２年度広野町健康診査･検診ご案内
検 診 項 目 対　象　者 検診内容等 検診時期、場所 事 前 申 込

特 定 健 康 診 査
（ 広 野 町 国 保 ）

40～74歳の
広野町国保加入者 身体計測

血圧測定

尿検査

血液検査

心電図検査

眼底検査

総合検診
(７/７～７/11、

８/23)

不　要

特 定 健 康 診 査
(広野町国保以外）

40～74歳の
社会保険被扶養者
( 社会保険加入者本人の特
定健診については、職場
にお問い合わせください）

健 康 診 査 後期高齢者医療保険加入
者等（75歳以上の方等）

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 便潜血反応検査
（２日法）

肺 が ん 検 診 40歳以上 胸部レントゲン
検査結 核 検 診 65歳以上

前 立 腺 が ん
検 診 50歳以上の男性 血液検査

喀 痰 検 査 40歳以上 痰の検査

肝 炎 ウ イ ル ス
検 査 40歳以上で未検査の方 血液検査

骨 粗 鬆 症 検 査 40歳以上の女性 足骨密度測定

胃 が ん 検 診
（どちらか一方）

40歳以上 バリウム検査

50歳以上　隔年
（年度末年齢が偶数の方）　

胃カメラ
（自己負担有り） 指定医療機関

後日お知らせ
します。 乳 が ん 検 診

30歳代の女性　　隔年 エコー

保健センター40歳以上の女性　隔年
令和元年度に受診された
方は対象外

視触診
マンモグラフイー

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性 細胞診 保健センターまた
は指定医療機関

日程等変更する場合もありますので、詳細は「広報ひろの」でご確認ください。

令和２年度の変更点　　　　　　
１　骨粗鬆症の検査は女性のみになります。
　　国の定める健康増進事業の対象者に基づき、女性のみとします。

 問  広 野 町 保 健 セ ン タ ー　☎0240-27-3040
　　　〒979-0408　双葉郡広野町中央台一丁目７番地
　　広野町役場　健康福祉課　☎0240-27-2113
　　　〒979-0402　双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35
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内部被ばく検査のご案内
　町民の皆さまを対象に内部被ばく検査を下記のとおり実施しております。検査を希望される場合は予約が
必要になりますので、保健センターへお申込みください。

受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 備　　　考

保 健
センター

午前９時～正午 ○ ○ ○ ○ ○ 予2
 ○ ：実施　－ ：未実施
予1： 前日（月曜日）までに予約が必要
予2： 第２・４土曜のみ実施。前々日（木曜日）

までに予約が必要

午後１時～午後５時 ○ ○ ○ ○ ○ －
午後５時～午後６時30分 － 予1 － － － －

※事業などの都合で実施できない時間帯がありますので事前にご確認ください。
 問   申  広野町保健センター　☎0240-27-3040

休日等診療医療機関のお知らせ

月　日 曜日 医療機関 診療時間

４月12日 日 馬場医院 ９：00～15：00

19日 日 高野病院 ９：00～15：00

26日 日 馬場医院 ９：00～15：00

29日 水 高野病院 ９：00～15：00

５月 ３日 日 高野病院 ９：00～15：00

４日 月 高野病院 ９：00～15：00

５日 火 ＊

月　日 曜日 医療機関 診療時間

５月  ６日 水 ＊

10日 日 馬場医院 ９：00～15：00

＊５月５日及び５月６日は、休診になります。
　�救急の場合は、ふたば医療センター付属病院（富
岡町�☎23-5090）などへ受診してください。

【医療機関連絡先】
・高 野 病 院　広野町大字下北迫字東町214

☎0240-27-2901
・馬 場 医 院　広野町大字下浅見川字広長100-6 
 ☎0240-27-2231

※変更となる場合がありますので、事前に当番医療機関へお問い合わせください。

　2019年にお送りしたクーポン券（無料）
は、有効期限が１年間延長されました。
　お手持ちの「風しん」抗体検査・予防接種
のクーポン券は、2021年３月まで使えます。
　これから生まれくる赤ちゃんを社会全体で
守るため、ぜひ、この機会に抗体検査を受け
ましょう！
● クーポンは、全国多くの医療機関で使えま

す。また、健康診断や人間ドックで使える場合もあります。詳しくは、受診先にご確認ください。
● 2019年に抗体検査や予防接種を受けた方は、再度受ける必要はありません。
● 他の市町村に転居される方は、広野町のクーポン券は使えません。転居後の市町村に、再発行を申請して

ください。
● クーポンを紛失された方には、再発行できます。
　詳細は、下記の窓口までご連絡ください。
 問  広野町役場　こども家庭課
　 ☎0240-27-2115

１回の予防接種で「風しん」を約95％予防できます

有効期限が2020年3月と
表示されていても、
2021年3月まで使えます。
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運動事業のお知らせ
    　広野町は肥満が多い町です。肥満解消やリフレッシュのために運動をしませんか？

①元気アップ教室
対　　 象 広野町民（学生を除く）

期　　 間 ５月～12月の火曜日　全26回　※申込後スケジュールを送付

場所／料金 広野町保健センター／無料

内　　 容 Ｊヴィレッジのインストラクターによる、
体力測定、体重測定、ストレッチ、有酸素運動等

申込み締切 ５月１日（金）

②フィットネスジムを利用した運動事業
対　　 象 ＢＭＩ25以上の20～65歳未満の広野町民（学生を除く）

期　　 間 ５月～７月 通年

場　　 所 Ｊヴィレッジフィットネスクラブ ならはスカイアリーナ

定　　 員 10名 無

料　　 金
（自己負担） 3,850円×３か月 1,500円×３か月

内　　 容
フィットネスジム、プール、

スタジオレッスン、お風呂利用可 
トレーナーによる指導あり

フィットネスルーム、
ランニングコース利用可

申込み締切 ４月24日（金）

備 　 考 ３か月間継続して運動できる方に限ります。
昨年度同じフィットネスジムで助成を受けられた方は対象外です。

 問   申  広野町保健センター　☎0240-27-3040

　様々な心の問題についてお困りの方、またその家
族の方を対象に、臨床心理士による「心の相談会」
を実施しています。
○日　時：４月９日（木）午前10時～正午
○場　所：保健センター
　自分ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。
　事前に予約が必要となります。２日前までに、
保健センターへご連絡ください。

 問  広野町保健センター　☎0240-27-3040

「心の相談会」について
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会員募集のお知らせ
　広野町俳句会では、会員を募集しています。俳句に興味のある方大歓迎です。俳句を
通してみなさんと交流してみませんか。詳しくは、下の連絡先までお問い合わせください。
 問   広野町俳句会　☎090-7063-1676

　軽自動車税（全期）、固定資産税（第１期）の納
期限などは、次のとおりです。

■納 期 限　４月30日（木）

■納付場所　①あぶくま信用金庫　本・支店
　　　　　　②福島さくら農業協同組合　本・支店
　　　　　　③東邦銀行　本・支店
　　　　　　④いわき信用組合　本・支店
　　　　　　⑤ゆうちょ銀行　東北６県の各支店
　　　　　　⑥福島銀行　本・支店

　　　　　　⑦大東銀行　本・支店
　　　　　　⑧広野町役場　出納室
　　　　　　⑨コンビニエンスストア

■口座振替日　あぶくま信用金庫　４月30日（木）
　　　　　　　その他の金融機関　４月27日（月）
※ 口座振替については、振替日前に口座残高のご確

認をお願いします。

 問  町民税務課　収　納　係　☎0240-27-4160

軽自動車税（全期）、固定資産税（第１期）納期限は４月30日です
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英語であれこれ
第23回

ALTカ
イルの

February 2020

It�has�been�an�interesting�month�for�me.�
２月はとても興味深い月でした。

This� is� the� last�newsletter�that� I�will�be�writing� from�within�
Japan.�
これが日本で書く最後の原稿となります。

Come�the�end�of�March�I�will�be�leaving�my�job�as�an�English�
teacher�and�return�back�to�America.�

３月の終わりに英語教師の職を離れ、アメリカに戻ります。

Over� the�past�month� I�have�been�preparing� to�move�
back�home.�
このひと月は、帰国の準備に追われました。

This�means�various� tasks� like�preparing� to�cancel�my�
Japanese�phone,�notify�my� landlord�of�my� intent� to�
leave,�and�prepare�to�get�rid�of�all�of�my�belongings.�
電話の停止手続き、大家さんへの引越予定の通知、身の回り品の整理などです。

It�has�been�stressful�but� thankfully� I�have�people�who�
are�capable�of�helping�me�with�speaking�Japanese.
とてもストレスはありましたが、私の代わりに日本語で手続きを手伝ってく
れた方もいて、とても感謝しています。

I�was�unable�to�celebrate�Valentine's�Day�this�year�because�my�girlfriend�lives�in�the�
U.K.�
ガールフレンドがイギリスにいるため、今年のバレンタインを祝うことは出来ませんでした。

We�had�planned�to�watch�a�movie�together�on�Netflix�but�she�was�too�busy�with�her�
university�work.�
私たちはネット配信の映画を一緒に見る予定でいましたが、彼女の大学での課題
が忙しすぎて、実現しませんでした。

Unlike� in� Japan,� the�UK�and�America�only� celebrate�
Valentine's�Day.�
バレンタインデーだけをお祝いするイギリスやアメリカと、日本は異なります。

We�do�not�have�White�Day�on�March�14th.�
３月14日のホワイトデーはありません。

Instead,� both� boys� and� girls� exchange� gifts� such� as�
chocolate�or�flowers�on�February�14th.�
そのかわり、２月14日は男の子と女の子が、互いにチョコやお花を交換する日なのです。

Hopefully�come�next�Valentine's�Day�I�will�be�able�to�afford�to�fly�over�to�the�U.K.�in�
order�to�spend�the�day�with�her.
次のバレンタインデーには、彼女と過ごすためにイギリスへ向かうことが出来るよう望みます。

カイル・ホッブス
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図書室だより

 問 広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

※�図書室では、利用者から本のリクエストを受け付けています。また、ご家庭で不要となった本
をリサイクル図書などとして活用しています。詳しくはスタッフまでお尋ねください。
※�今回（1/20～2/15）は５名の方に寄贈していただきました。（登録21冊／リサイクル２冊・合
計23冊）ありがとうございました。

図書室の開室時間について ４月の休室日のご案内

開室時間は午前８時30分から
午後５時15分となります。

７日(火）・14日(火)
21日(火)・28日(火)

広野町図書室　寄贈登録本 (１月１日～２月15日)一覧

☆★☆ おすすめ本のご案内 ☆★☆

書　名 著者名 巻数

SUMMER�IN�THE�CITY 村上　龍

若き四角形の悩み 青木ガリレオ＆
出泉アン

ココロの虹　虹がくれた９つのお話 青木ガリレオ＆
出泉アン

ひとよ 桑原　裕子（原作）
／長尾　徳子（著）

居眠り磐音01決定版　陽炎ノ辻 佐伯　泰英
スマホを落としただけなのに 志賀　晃
首折り男のための協奏曲（文庫本） 伊坂　幸太郎
百年の軌道　百年の歴史の中で
培われた信用と技術 堀江工業株式会社

隣のおばさん　昔々そのまた昔 唯一心
女人絵巻 澤田　ふじ子
流星ワゴン 重松　清
まんまこと 畠中　恵
悼む人（上） 天童　荒太

書　名 著者名 巻数

悼む人（下） 天童　荒太

犯罪小説集 吉田　修一

under�the�bridge
アンダー・ザ・ブリッジ 堂場　瞬一

風花病棟 帚木　蓬生

後悔病棟 垣谷　美雨

レゾンデートル 知念　実希人

獄医立花登手控え〔三〕　愛憎の檻 藤沢　周平

横浜　1963 伊藤　潤

弥勒 篠田　節子

ヒキタさん！ご懐妊ですよ ヒキタクニオ

ぼくはイエローでホワイトで、
ちょっとブルー ブレイディみかこ

科学ブック　かがくあそび２ 17

科学ブック　ふしぎだな1 18

『医者が考案した長生きみそ汁』 
小林 弘幸：著（一般図書）

　自律神経研究の第一人者で
日本初の便秘外来を立ち上げ
た腸のスペシャリスト、小
林弘幸教授。本書では、これ
まで多くの患者を診てきた中
で、気づいたことが、病気や
不調は生活習慣による点が大
きいということを突き止め
た。特に食事は一番大事です。
著者が提案する健康法が一日
１杯の「長生きみそ汁」生活
です。「長生きみそ汁」は、
がんや糖尿病、動脈硬化など
の病気や生活習慣による体の
様々な不調を遠ざける健康成
分が豊富に入った最強のみそ汁です。また、みそ汁のレシピ
も分かりやすく紹介されています。現在の食習慣を見直す上
でぜひ読んでもらいたい一冊です。

　買ってもらったばかりの
ドールハウス。ピュアは、う
れしくてたまりません。あ
る夜、なんとそこに４人の
妖精がやってきて…！本書
では、主人公のピュアはマ
マからドールハウスを買っ
てもらってことにとても喜
んでいました。しかし、お
気に入りのドールハウスを
野原に置き忘れてしまって、
翌日慌てて探しました。そ
の時見つけたドールハウス
の中には、なんと４人の妖
精がいました。ピュアと妖
精たちが織り成す小さな魔法を信じる女の子たちの世界観が
イラストとともに描かれています。子どもだけでなく、大人
が読んでも楽しめる作品に仕上がっております。

『ひみつの妖精ハウス』 
ケリー・マケイン：作　田中亜希子 ：訳 （児童図書）



・広野町教育委員会事務局： 0240-27-4166
・広 野 中 学 校： 0240-27-3224
・広 野 小 学 校： 0240-27-2332
・広野こども園ひろぱーく： 0240-27-2345
・広 野 町 児 童 館： 0240-27-3288

学校給食に使用する食材に

ついては、毎日放射性物質

の検査をしています。

ひ ろ の っ こ

26

話

題

特

集

お
知
ら
せ

ご

み

水

道

消
防
署

保

健

文

芸

英

語

図
書
室

ひ
ろ
の
っ
こ

✿こども園楽しかったよ✿☆なんでもできるもん☆

　広野こども園が開園し、一年が経ちました。
　新しい園舎で元気いっぱい過ごし、楽しい思い出が
たくさんできました。
　さくら組20名、笑顔で卒園。４月からは一年生です!!
　こどもたちの育ちゆく力が、小学校に入ってますま
す伸びていくことを願い、これからの活躍を楽しみに
見守っていきたいと思います。

　１歳児たんぽぽ組。４月当初は６名でのスタートで
したが、お友だちが増え10名になりました。何でも興
味をもち、やってみようとする１歳児。
　お友だちとのおしゃべりや、お給食も一人で食べら
れるようになりました。
　この一年間で心身共に大きく成長したこどもたち。
たくさんの経験から次のステップへとつなげてほしい
と思います。

↑青空のもと、満面の笑みの５歳児さくら組です。　　　　↑１歳児たんぽぽ組「全員集合!!」です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

�

施
設
等
利
用
費
補
足

給
付
事
業
に
つ
い
て

　

広
野
町
に
居
住
し
、
町
外
の
私
立
幼

稚
園
及
び
認
可
外
保
育
所
等
を
利
用

し
、
施
設
利
用
料
を
お
支
払
い
し
て
い

る
方
を
対
象
と
し
て
、
広
野
町
が
利
用

料
の
一
部
を
補
足
給
付
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
利
用
児
童
が
４
月
１
日
時

点
で
３
歳
以
上
又
は
、
３
歳
未
満
の
児

童
が
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
場
合
で
す
。

�

施
設
等
利
用
に
係
る
副
食
費

補
足
給
付
事
業
に
つ
い
て

　

広
野
町
に
住
民
票
の
登
録
を
し
て
い

て
、
町
外
の
私
立
幼
稚
園
及
び
認
可
外

保
育
所
等
を
利
用
し
、
給
食
費
を
お
支

払
い
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て
、
広

野
町
が
給
食
費
の
う
ち
、
副
食
費
の
一

部
（
上
限
４
，
５
０
０
円
ま
で
）
を
補

足
給
付
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
利
用
児
童
が
第
３
子
の

場
合
、
又
は
市
町
村
民
税
が
７
７
，

１
０
１
円
未
満
の
世
帯
に
属
す
る
場
合

で
す
。

【
共
通
】
請
求
期
間

(

１) 　

第
１
期（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
）　

当
該
期
間
が
属
す
る
年
度
の
８
月

末
日
ま
で

(

２) 　

第
２
期（
８
月
か
ら
11
月
ま
で
）　

当
該
期
間
が
属
す
る
年
度
の
12
月

末
日
ま
で

(

３) 　

第
３
期（
12
月
か
ら
３
月
ま
で
）　

当
該
期
間
が
属
す
る
年
度
の
３
月

末
日
ま
で

 

問 　

こ
ど
も
家
庭
課　

　
　

☎
０
２
４
０

－

２
７

－

２
１
１
５

○広野こども園 4月予定行事紹介
№ 月　日 行事内容 開催場所
１ ４月 ４日（土） 入園式 広野こども園

２ ４月22日（水） 英語 広野こども園

３ ４月30日（木） 誕生会 広野こども園

広 野こど も 園



・広野町教育委員会事務局： 0240-27-4166
・広 野 中 学 校： 0240-27-3224
・広 野 小 学 校： 0240-27-2332
・広野こども園ひろぱーく： 0240-27-2345
・広 野 町 児 童 館： 0240-27-3288

学校給食に使用する食材に

ついては、毎日放射性物質

の検査をしています。
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被
災
児
童
生
徒
就
学
援
助

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
広
野
町
に
住

民
登
録
の
あ
っ
た
子
ど
も
で
、
現
在
も

広
野
町
に
住
所
を
有
し
、
震
災
に
よ
り

被
災
し
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
小
学

校
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
へ
の
就
学
援
助
（
学

用
品
・
給
食
費
な
ど
）
を
国
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
に
つ
い
て
は
前
年
の
総

所
得
金
額
と
世
帯
人
数
に
よ
り
決
定
し

ま
す
の
で
、
総
所
得
金
額
に
よ
っ
て
は

該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
先
の
自
治
体
で
補
助
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
広
野
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

問 　

学
校
教
育
課

　
　

☎
０
２
４
０

－

２
７

－

４
１
６
６

児童･生徒数	 合計	325人
　小学校　160 人　　中学校　76 人
　こども園		89 人　　児童館　79 人

R2.3.13現在

つなひき大会!!

　２月生まれの子どもたちの誕生会を行いました。歌

をうたったり、インタビュー・コーナーがあったり、

美味しいケーキを食べたり…みんなでお祝い♪その中

でも盛り上がったのは、学年混合で行われた『つなひ

き大会』です!!男の子も女の子も裸足になり、真剣勝

負!!力を合わせて一生懸命頑張った子どもたちはとて

も満足そう…楽しい１日になりました☆

↑力いっぱい引っ張りました！↑�卒業証書授与を待つ卒業生

○広野町児童館�4月予定行事紹介
№ 月　日 行事内容 開催場所
１ ４月10日（金） 新入生歓迎会 広野町児童館

２ ４月30日（木） お誕生会 広野町児童館

　３月23日（月）６年生32名の卒業証書授与式が行わ
れました。３月４日からの学校臨時休業のため、式の
練習はできませんでしたが、厳粛な雰囲気の中、無事
終了することができました。卒業式は規模を縮小し執
り行われましたが、来賓の方々からは多くの温かい励
ましの言葉をいただきました。卒業生は、小学校生活
の思い出を振り返り中学校生活に向けて、気持ちを新
たにしていました。

卒業証書授与式

○広野小学校�4月予定行事紹介
№ 月　日 行事内容 開催場所
１ ４月�６日�（月） 入学式・始業式 広野小学校

２ ４月17日（金） 授業参観、PTA総
会、学級懇談会 広野小学校

３ ４月23日（木） 遠足 広野小学校→
←二ッ沼公園

広 野 町 児 童 館広 野 小 学 校



ふたば未来学園： 0240-23-6825
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　中学一年生大会は決勝戦でジュビロ磐田に負け、静
岡県で２位でした。この悔しさを今始まっている静岡
県ＴＯＰリーグに生かしていきたいです。そして試合
で勝っていきたいです。勝つために負けた悔しさを日
頃の練習から出していくことと、練習でやったことし
か試合で出せないので、その気持ちを強く持って毎日
100％でやっていきたいです。

JFAアカデミー福島　14期生　大須賀 元

ア カ デ ミ ー 通 信 広 野 中 学 校

中学一年生大会を終えて

○アカデミー福島�4月予定行事紹介

№ 月　日 行事内容 開催場所

１ ４月�４日（土） 東海プリンスリーグvs四日市中央工業高校 時之栖Ａ

２ ４月11日（土） 東海プリンスリーグvs常葉橘高校
とこはグリーン
フィールド

３ ４月12日（日） 東海リーグ�vs名古屋グランパスU-15
トヨタスポーツ
センター

４ ４月18日（土） 東海プリンスリーグvs藤枝明誠高校 時之栖Ａ

５ ４月19日（日） 東海リーグ�vs清水エス
パルスジュニアユース

三保
グラウンド

　３月13日（金）３年生32名の卒業証書授与式が行わ
れました。
　新型コロナウイルスの感染拡大を避けるため、卒業
生を含め会場内ほぼ全員がマスク着用し、式に臨みま
した。卒業式は規模を縮小し執り行われましたが、来
賓の方々からは多くの温かい励ましの言葉をいただき
ました。卒業生は３年間の思い出と高校生活への期待
を胸に、新たな門出を迎えました。

卒業証書授与式

↑壇上で卒業証書を読み上げる様子

↑卒業生全員であいさつ

○広野中学校�4月予定行事紹介
№ 月　日 行事内容 開催場所

１ ４月�６日（月） 着任式、第１学期始業式、入学式 広野中学校

２ ４月�７日（火） 新入生歓迎会 広野中学校

３ ４月25日（土） 授業参観、ＰＴＡ総会、学年保護者会 広野中学校



ふたば未来学園： 0240-23-6825
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　３月１日（日）卒業式が行われました。中学校１期

生の８名、高等学校３期生の140名がこれまで学んで

きた学び舎を巣立ちました。令和初、新校舎、中学校

１期生と初めて尽くしの卒業式でした。しかし、今年

の卒業式は、新型コロナウィルス対策として在校生、

来賓、三島長陵校舎で学ぶＪＦＡアカデミー福島の生

徒が出席しない卒業式となりました。

　探究活動などを中心に本校生徒を見守ってくださっ

た地域の方々や、共に学校生活を送ってきた後輩にき

ちんと別れを伝えられない卒業式に卒業生は寂しさを

ふたば未来学園生徒数　合計 501 人

　中学校 80 人　　高等学校 421 人
R2.3.1現在

ふたば未来学園中学校・高等学校
ふたば未来学園中学校１期生・高等学校３期生の
卒業式が行われました

ふ たば 未 来 通 信

○未来学園中・高等学校�4月予定行事紹介

№ 月�����日 行事内容 開催場所

１ ４月８日（水） 始業式・着任式・入学式 ふたば未来学園

２ ４月９日（木） 対面式 ふたば未来学園

感じていたかもしれません。そうした中でも前日に吹

奏楽部員が入・退場曲、校歌を演奏し録音してくれま

した。前日には在校生も登校したので短い時間ではあ

りましたが多くの部活動で３年生を送る会も催されま

した。来賓からの

祝辞はありません

でしたが丹野校長

から式辞がありま

した。（本校ＨＰ

に全文が掲載され

ています。）加え

て式では在校生を

代表して大和田美月（おおわだ　みづき）さんからの

送辞、卒業生を代表して菅野光桜（かんの　みらい）

さんからの答辞が

ありました。

　また、３月４日

（水）から在校生

は同じく新型コロ

ナウィルスの感染

拡大を予防する措

置により休校する

こととなりました。ＩＣＴを利用して健康・学習状況

の確認をしますが生徒それぞれには自主勉強に励んで

欲しいです。
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（住民基本台帳人口による） 
平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正により外国人住民についても集計しています。 人口と世帯数 町内へ戻った人は必ず役場に届け出をしてください。 

Hirono Town Public Information

発行／広野町　　編集／総務課政策広報室

0240－27－2111
ホームページ  http://www.town.hirono.fukushima.jp
Eメール  soumu@town.hirono.fukushima.jp

●広野町役場
福島県双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35
0240-27-2111

防災行政無線電話応答サービス　☎0240-28-0120　※本サービスは、通話料のみ有料となります。

あなたの写真が広報ひろのに載っていたら、総務課の窓口でお渡しできます。お気軽にお問い合わせください。

 人のうごき  
転　入　 12人
転　出　  34人
出　生　  1人
死　亡　　 6人

 みなし居住率 

149.2％

（4213人+2884人）／4757人

（町民居住者＋滞在者）／ 住基人口

令和２年２月29日現在

 町のすがた 
世 帯 数　　2141世帯(-12)
総 人 口　　4757人(-27)
　（男） 　　 2488人(-19)
　（女）　　  2269人(-8)

令和２年２月29日現在 令和２年２月の異動

　新型コロナウイルスへの対策と
して、クラスター（集団）の発生
を防止することが重要です。

　イベントや集会で３つの「密」
が重ならないよう工夫しましょう。

　新型コロナウイルス感染症対策として、町内医療機関、福祉施設並びに町民の皆さまにマスクをお届けし
ました。
　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、健康管理、咳エチケット、手洗い、うがいの励行をお願いします。
　次の症状がある方は、相双保健所（帰国者・接触者相談センター）にご相談ください。

①�37.5°C以上の発熱等の風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定して記録し、４日以上発熱が続く
場合（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）
②強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
※�高齢者や基礎疾患等のある方は、①、②の状態が２日程度続く場合

　町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
 問 相双保健所（帰国者・接触者相談センター）：☎080-2807-0489

新型コロナウイルス感染症対策についてのお知らせ


